
■米国：ハワイ電力、再エネ 100％達成に向け、太陽光・蓄電池を設置 

2020年 5月 14日付の現地報道によると、ハワイ州で電力供給を行うハワイ電力は 2045年

までに再生可能エネルギー100％の目標達成に向けた取り組みの一環として、オアフ島、マ

ウイ島、ハワイ島に太陽光発電設備 46万 kWと蓄電池 300万 kWhを設置することを計画

していると発表した。ハワイ電力は今後、開発業者との契約交渉に入る予定であり、30 日

以内にプロジェクトの規模や場所が公開される。なお、このプロジェクトは 2022年の稼働

を目指しているが、新型コロナの影響により、プロジェクトが延期となる可能性もあると

ハワイ電力は述べている。 


